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◆ 財政学演習 ◆

経済学コース

本演習は、主として税理士志望者を対象に指導するが、洋書をテキストとするために語学の
素養が必要である。

財政学は、国家における租税の在り方を専門領域とする学問である。近代国家は混合資本主
義経済体制を取っており、民間部門から財政民主主義に基づいて強制的に租税を徴収して、政
府が公共サービスを供給する経済活動の財源としている。

望ましい課税の要件としては、公平と効率がある。公平は、租税配分原則を能力説に依拠す
れば水平的公平と垂直的公平からなり、後者から累進税が正当化され、結果として重要な財政
の機能のひとつである所得再分配が行われる。効率は、課税が市場の資源配分を歪めないこと
を要請する。

本演習は、研究テーマを日本の税制に焦点を当てて、首尾一貫した問題意識から、多くの先
行研究をサーベイすることによる修士論文の完成を目標とする。

税理士試験一部科目免除（税法）対象


